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一
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は
じ
め
に

ムラヅグリ後の木地屋集落の変貌

民
俗
学
者
柳
田
国
男
氏
の
編
著
に
『
山
村
生
活
の
研
究
』

(
民
間
伝
承
の
会
、
昭
和
二
一
年
)
と
い
う
山
村
研
究
に
と
っ
て
は
、
古
典

的
な
名
著
と
い
わ
れ
て
い
る
書
物
が
あ
る
。
そ
の
一
項
目
「
村
に
入
り
来
る
者
」
(
る
で
は
、

-
亙
女
、

2
修
験
者
、

3
札
売
り
、

4
春
駒
、

5
大
黒
舞
、

6
神
楽
、

7
万
歳
、

8
猿
廻
し
、

9
巡
礼
、
日
替
女
、
口
座
頭
、
ロ
人
形

芝
居
、
日
芝
居
、
日
浪
花
節
、
日
箕
直
し
、
日
漆
掻
き
、
口
鍛
冶
鋳
掛
屋
、
時
屋
根
葺
、
四
木
地
屋
そ
の
他
、
加
其
他
の
職
人
の
以
上
の

二
O
の
具
体
的
な
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
地
屋
は
、
絶
え
ず
移
動
を
続
け
て
お
り
、
山
中
で
作
製
し
た
椀
・
盆
な

ど
を
ム
ラ
に
売
り
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
、
想
像
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
木
地
屋
は
、
元
来
は
、

ト
チ
・
ナ
ラ
な
ど
の
原
木
を
求
め
て
、

全
国
の
山
岳
地
帯
を
移
動
し
て
き
た
職
能
集
団
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
『
蛭
谷
氏
子
狩
帳
取
る
な
ど
の
記
載
か
ら
、

江
戸
中
期
頃
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に
な
る
と
、
山
中
に
定
着
す
る
も
の
が
増
加
し
、
そ
の
一
部
は
開
墾
を
開
始
し
農
業
に
従
事
す
る
も
の
も
出
現
し
て
く
る
。
か
よ
う
に
、

木
地
屋
は
、
山
地
の
開
発
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
木
地
屋
に
関
す
る
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従
来
の
研
究
は
、
意
外
に
少
な
い
。
本
稿
は
、

か
か
る
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
試
み
る
筆
者
の
一
連
の
研
究
の
一
部
で
あ
る

2uo

「
ム
ラ
ヅ
ク
リ
」
と
は
、
民
俗
学
、
同
o
-
E
0
2
な
ど
で
多
く
の
場
合
使
用
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

未
聞
耕
な
土
地
に
人
々

が
定
着
し
、

ム
ラ
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
ま
で
の
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
ム
ラ
と
し
て
の
定
着
過
程
お
よ
び

お
お
ど
ζ

ム
ラ
ヅ
ク
リ
が
お
こ
な
わ
れ
て
ま
だ
百
数
十
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
大
所
木
地

そ
の
後
の
ム
ラ
の
変
貌
を
、
典
型
的
な
木
地
匡
集
落
で
、

屋
を
、
研
究
事
例
と
し
で
と
り
あ
げ
、
検
討
し
て
い
く
。

な
お
、
大
所
木
地
屋
は
、
種
々
の
文
書
か
ら
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
は
、
大
所
の
枝
村
と
し
て
の
あ
っ
か
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
既
に

判
明
し
て
い
る
。

二
、
地
域
の
概
略

全
国
に
は
、
木
地
屋
と
い
う
名
前
を
も
っ
ム
ラ
が
若
干
存
在
し
て
い
る

7
v
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
、

木
地
製
作
者
で
あ
る
木
地
屋

と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
研
究
対
象
集
落
で
あ
る
大
所
木
地
屋
は
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
。

大
所
木
地
屋
は
、
新
潟
県
の
最
南
端
を
占
め
る
糸
魚
川
市
の
山
間
部
に
位
置
し
、
長
野
県
北
安
曇
郡
に
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
大

所
木
地
屋
は
、
糸
魚
川
市
の
中
心
地
か
ら
、
約
一
ニ

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
り
、
姫
川
の
一
支
流
大
所
川
の
上
流
に
あ
る
。
交
通
機

関
と
し
て
は
、
以
前
は
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
大
糸
線
の
平
岩
駅
ま
で
は
徒
歩
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、
交
通
の
便

が
多
少
改
善
さ
れ
、
夏
季
の
み
で
は
あ
る
が
、
平
岩
か
ら
白
馬
登
山
の
パ
ス
が
一
日
二
往
復
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

集
落
は
、
約
六

0
0
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
位
置
し
、
戸
数
は
、
昭
和
五
二
年
三
月
現
在
で
五
戸
。
常
住
人
口
は
、

一
七
名
を
数
え
る
。

と
く
に
、
こ
こ
数
十
年
来
は
、
戸
数
、
人
口
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
戸
数
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
維
持
し
て
い
た
九
戸

ヵ:

昭
和
田
二
年
に
シ
タ
家
ハ
5
)
お
よ
び
ヒ
ガ
シ
家
が
糸
魚
川
市
の
中
心
街
へ
転
出
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、

以
後
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
、

1
泊
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長。

四
九
年
)
、

サ
ワ
パ
タ
家

(
昭
和
五
一
年
)

と

い
う
よ
う
に
、

ム
ラ
を
離
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら

に
、
人
口
も
減
少
が
著
し
く
、
ナ
カ
ジ
マ
・
ハ
ジ

の
両
家
の
如
く
、
家
族
の
半
数
以
上
が
転
出
し

て
い
る
家
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
子
供
の
教
育
問
題
と
、

一
一
月
か
ら
五
月

地域概略図

上
句
ま
で
の
積
雪
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
後

者
の
積
雪
は
、
そ
の
期
聞
が
長
く
、

四
月
上
旬

に
な
っ
て
も
大
所
木
地
屋
ま
で
の
除
雪
が
不
可

第 1図

能
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
約
六
ヶ
月

聞
は
、
雪
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
地
業
と

し
て
は
、
こ
の
期
聞
は
、
ト
チ
な
ど
の
原
木
や

ア
ラ
ピ
キ
し
た
カ
タ
を
乾
燥
さ
せ
る
の
に
役
立

つ
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
冬
季
は

非
常
な
積
雪
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
飯
米
は

現
在
で
は
十
分
に
自
給
で
き
、
余
裕
が
あ
る
哩
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ムカイ図

ノ、ジ図

大所木地屋の家屋配置の模式図

(昭和52年4月)

第 2図

で
あ
る
。

第
二
図
は
、
大
所
木
地
屋
の
家
屋
配
置
図
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
第
二
図
か
ら
、
本
家
筋
に
あ
た
る
家
と
し
て
は
、

マ
エ

J

ア

家
・
ナ
カ
ジ
マ
家
・
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
・
ヒ
ガ
シ
家
(
分
家
は
な
い
が
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
当
初
か
ら
の
家
)

の
四
戸
が
該
当
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

本
・
分
家
は
、
図
中
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ
カ
ジ
マ
家

は
、
シ
タ
・
サ
ワ
パ
タ
両
家
の
本
家
に
あ
た
る
。
ま
た
、
上
述
の
如

く
、
昭
和
田
二
年
以
後
顕
著
に
離
村
戸
数
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
場
合
、
堂
と
か
宮
か
ら
離
れ
た
下
方
の
村
は
ず
れ
の
家
が
、

転
出
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
移
転
先
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
糸
魚
川
市
の
中
心
部
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
全
戸
が
農
業
に
従
事

次
に
、
木
地
屋
集
落
と
し
て
の
性
格
を
、

し
て
お
り
、
わ
ず
か
一
戸
の
み
が
か
つ
て
の
木
地
業
に
関
連
が
深
い
木
地
鉢
を
製
作
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ロ
グ
ロ
は
使
用
し
て
い
な
い
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
家
に
お
い
て

よ
り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
第
二
次
大
戦
前
ま
で
、

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
木
地
製
品
の
製
作
過
程
を
、
概
略
し
て
お
こ
う
(
6
Y

大
所
木
地
屋
で
お
こ
な
わ
れ
た
木
地
製
作
の
加
工
過
程
の
模
式
図
は
、
第
三
図
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
木
地
椀
が
作

製
さ
れ
た
の
で
、
木
地
椀
の
場
合
を
、
例
と
し
て
検
討
す
る
。
ま
ず
最
初
に
、
原
木
が
問
題
と
な
る
。

一
般
に
、
木
地
屋
は
、

ト
チ
・
ナ

ラ
・
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
を
幅
広
く
利
用
し
た
が
、
大
所
木
地
屋
で
は
中
心
は
ト
チ
で
あ
り
、

一
部
は
ブ
ナ
な
ど
も
利
用
し
た
。

ト
チ
の
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場
合
、
直
径
が
約
六

O
i九
0
セ
ン
チ
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
原
木
は
、
付
近

の
山
中
に
あ
り
、
自
宅
か
ら
通
っ
て
伐
採
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
を
「
カ
ヨ
イ

マ
ヤ
」
と
よ
ん
だ
。
ま
た
、
山
中
に
小
屋
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
で
伐
採
を
お
こ

な
っ
た
場
合
を
、
「
デ
ゴ
ヤ
」
と
称
し
た
。
「
デ
ゴ
ヤ
」
の
場
合
、
幾
人
か
の
仲

聞
と
と
も
に
、
共
同
で
小
屋
を
つ
く
り
、
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
大
所
木
地
屋

で
は
、
こ
の
方
が
多
か
っ
た
。

木地椀の加工過程

過
程
と
し
て
は
、
ま
ず
伐
採
し
た
原
木
を
、
約
三
メ
ー
ト
ル
位
の
畏
さ
に
タ

マ
ぎ
る
(
輪
切
り
に
す
る
)
。
こ
れ
が
第
工
過
程
で
あ
り
、
そ
の
後
、
外
皮
を
剥

ヨ
キ
で
椀
の
大
き
さ
の
カ
タ
を
と
る
。
こ
の
作
業
を
、
ヵ
タ
オ
コ
シ
と
い

g
c
、

っ
た
(
過
程

E
l
a
)
。

一
日
で
、
百
個
以
上
の
木
地
椀
を
オ
コ
サ
な
い
と

第 3図

人
前
と
い
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ヵ
タ
オ
コ
シ
を
お
こ
な
っ
た

木
地
椀
の
内
部
を
、
直
ち
に
ナ
カ
キ
リ
チ
ョ
ウ
ナ
で
削
る
の
で
あ
る
(
過
程
E

ー

b
)
。
こ
の
工
程
は
、

ア
ラ
ナ
カ
キ
リ
と
い
わ
れ
、

カ
タ
の
重
さ
を
軽
減
す

る
た
め
で
あ
り
、
女
の
仕
事
と
さ
れ
た
。
大
所
木
地
屋
で
は
、
こ
の
カ
タ
オ
コ

シ
と
ア
ラ
ナ
カ
キ
リ
を
合
わ
せ
て
、

カ
夕
、
ド
リ
と
称
し
た
。
「
デ
ゴ
ヤ
」
で
、

こ
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
た
カ
タ
は
、

シ
ョ
イ
コ
で
自
宅
へ
運
ば
れ
た
。
こ
の
作

業
を
、

カ
タ
シ
ョ
イ
と
い
い
、

ア
ラ
ナ
カ
キ
リ
同
様
、
女
の
仕
事
と
さ
れ
た
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(
過
程
l
E
)
。
自
宅
で
は
、
最
初
に
、

カ
タ
ウ
チ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

カ
タ
ウ
チ
チ
ョ
ウ
ナ
を
用
い
て
、

カ
タ
の
外
側
を
削
る

工
程
で
あ
る
(
過
程
l
w
u
)
。
こ
の
カ
タ
ウ
チ
が
終
了
す
る
と
、
注
意
深
く
内
側
を
削
る
。
こ
れ
を
、

ナ
カ
キ
リ
と
称
し
た
(
過
程
l
V
)
0

使
用
す
る
道
具
は
、

ア
ラ
ナ
カ
キ
リ
と
同
じ
で
、

ナ
カ
キ
リ
チ
ョ
ウ
ナ
を
用
い
た
。
こ
の
作
業
は
、
多
く
は
女
の
仕
事
と
さ
れ
た
が
、
時

と
し
て
は
男
が
お
こ
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
工
程
、
が
終
る
と
、

は
じ
め
て
ロ
グ
ロ
に
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

ア
ラ
ピ
キ

と
い
っ
た
(
過
程
|
百
三
最
初
は
、
外
側
を
ひ
き
、
そ
の
後
内
側
を
ひ
く
の
で
あ
る
。

ア
ラ
ビ
キ
の
み
で
あ
っ
た
。
作
業
は
、
夫
婦
で
お
こ
な
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
妻
が
戸
グ
ロ
の
綱
を
ひ
き
、
夫
が
カ
ン
ナ
で

削
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
車
ロ
グ
ロ
・
電
気
ロ
グ
ロ
な
ど
の
一
人
挽
き
ロ
グ
ロ
が
出
ま
わ
る
と
、
男
の
仕
事
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

ロ
ク
ロ
に
か
け
る
の
は
、
上
物
以
外
は
、

こ
の

約
三

0
1四
五
日
間
、
乾
燥
さ
せ
た
。
~
こ
れ
を
ヒ
ヤ
マ
と
い
い
、
主
に
天
井
裏
へ
あ
げ
た
(
過
程
|
班
)
。
大
所
木
地
屋
の
場
合
、
畏
い
冬

季
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
乾
燥
が
終
了
す
る
と
、
再
度
ロ
グ
戸
に
か
け
た
。
こ
の
工
程
を
、
シ
ゲ
ア
と
い
っ
た
(
過

程
l
四
)
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
シ
ア
ゲ
ら
れ
た
木
地
椀
は
、
と
く
さ
の
葉
な
ど
で
ミ
ガ
か
れ
た
。
こ
れ
を
、
ミ
ガ
キ
と
称
し
た

(
過
程
l
E
}
。

以
上
が
、
大
所
木
地
屋
に
お
け
る
木
地
椀
の
加
工
工
程
で
あ
る
。
多
ノ
ー
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ミ
ガ
か
れ
た
白
木
地
は
、
塗
装
さ

れ
な
い
で
問
屋
へ
出
荷
さ
れ
た
。
木
地
匡
は
、

一久、、に、

一
O
コ
オ
リ
製
作
す
れ
ば
上
出
来
と
い
わ
れ
た
。

な
お
、

一
コ
オ
リ
と
は
、
木

地
椀
一
人
前
(
四
個
一
組
)
百
人
分
に
相
当
す
る
。

つ
ま
り
、
木
地
碗
四

O
O個
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
白
木
地
の
椀
以
外
、

塗
装
ま
で
お
こ
な
い
完
全
な
商
品
と
し
て
出
荷
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
漆
塗
り
の
技
術
は
、
会
津
若
松
方
面
か
ら
導
入
し
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
塗
り
椀
の
場
合
、

一
口
二

O
人
位
の
椀
講
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
へ
出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
た
い
し
た
額
で

は
な
か
っ
た
。



、
ム
ラ
ヅ
ク
リ
以
前
の
移
動
経
路

上
述
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、
水
田
耕
作
を
主
体
と
し
て
、
木
地
屋
は
完
全
に
大
所
木
地
屋
に
定
差
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
完
全
に

定
蒼
す
る
ま
で
に
は
、
ど
の
よ
う
な
移
動
経
路
を
辿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
点
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
木
地
屋
が
、
原
木
を
求
め

て
各
地
の
山
中
を
移
動
す
る
と
い
う
漂
泊
性
を
把
握
す
る
た
め
に
も
、
意
義
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
幸
い
、
現
在
で
は
糸
魚
川
市
の
中

心
部
に
転
出
し
て
、
大
所
木
地
屋
に
は
居
住
し
て
い
な
い
が
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
に
は
、
代
々
『
万
年
帳
』
と
よ
ば
れ
て
い
る
文
書
が
、
残
存
し

て
い
る
。
大
所
木
地
屋
の
ム
ラ
ヅ
ク
リ
に
関
し
て
は
、

ヤ
ジ
ロ
ウ
家
が
中
心
と
な
っ
た
様
子
で
あ
る
。
こ
の
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
に
残
っ
て
い
る

文
書
は
、
当
家
の
代
々
の
主
人
が
、
そ
の
当
時
、

ム
ラ
に
生
じ
た
種
々
の
事
件
(
例
え
ば
納
税
金
額
ハ
7
〉
な
ど
)
を
、

記
録
し
た
文
書
で

ムラヅクリ後の木地屋集落の変貌

あ
る
。
こ
れ
は
、
地
方
文
書
な
の
で
、
誤
字
な
ど
が
多
く
多
少
難
解
な
部
分
も
存
在
す
る
。
そ
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
通
称

「
由
緒
書
」
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
木
地
屋
の
移
動
経
路
を
知
る
う
え
で
、

大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
の
内
容
ハ
8υ

は、

少
し
長
文
で

あ
る
が
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

緒

書

由
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望
書
人
王
五
十
五
代
主
子
憎
尊
親
王
末
き
し
て
圧
崎
直
曙
同
一
回
一
而
木
地
之
器
地
職
相
稼
ギ
罷
在
侯
得
共
近
辺
山
切
尽
し
則

日
本
国
中
山
木
御
免
之
御
論
議
)
旨
頂
裁
(
戴
)
シ
諸
国
江
散
在
致
シ
木
地
職
相
稼
先
祖
小
掠
市
左
衛
円
と
申
者
嗣
凶
-
一
散
在
飛
州
山
内
ニ
而
相
稼

罷
襲
。
菜
子
儀
兵
衛
越
後
国
日
間

τ罷
越
候
而
し
バ
ら
く
比
(
此
)
所
ユ
居
住
仕
三
岡
市
問
一
内
ニ
罷
越
年
三
ヶ
年
住
居
其
節
出

火
い
た
し
家
財
焼
失
い
た
し
猶
又
同
問
一
内

ip比
五
)
所
長
三
相
稼
ぎ
夫
亀
裂
本
様
御
領
小
谷
郷
戸
土
村
山
内
同
国
と
申

所
罷
在
一
候
得
共
木
地
ニ
成
山
木
切
尽
シ
何
ぞ
一
茂
散
在
仕
我
職
相
可
申
す
在
候
所
榊
原
様
御
一
領
之
内
関
川
宿
在
司
剖
利
引
一
地
内
ニ
鰍
軒
町
駅
動
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有
之
比
処
ニ
罷
則
シ
パ
ラ
グ
開
作
仕
候
。
其
節
御
城
下
高
田
町
人
々
別
ニ
指
加
江
ら
れ
向
年
町
法
花
(
華
)
宗
善
行
寺
旦
那
相
成
P
人
別
宗
門
帳
相

記
長
。
其
後
右
新
田
余
P
岳
風
荒
し
て
作
物
不
実
住
居
難
成
同
国
寝
室
内
西
浜
川
西
谷
大
所
村
長
也
山
内
同
同
一
江
出
職
い
タ

し
木
地
職
相
稼
罷
在
侯
処
夫
ル
天
保
十
五
辰
四
月
高
田
町
之
庄
屋
送
F
状
を
以
当
大
所
村
百
性
(
姓
)
被
指
加
へ
依
之
年
々
新
田
開
発
い
た
し
当
嘉

永
五
子
歳
八
月
郡
御
奉
行
所
同
小
御
行
御
出
役
之
上
御
検
(
検
)
地
ニ
相
成
申
候
。
依
之
比
所
ニ
而
末
代
百
姓
相
勤
農
業
手
造
ニ
木
椀
捺
江
為
万
民

売
弘
申
候
。

右
ハ
儀
兵
衛
棒
儀
右
衛
門
五
拾
五
才
之
時
相
成
3
申
候
。

(
注
、
句
点
お
よ
び
波
線
・
わ
く
は
筆
者
)

文
章
中
に
お
い
て
、
わ
く
で
囲
ん
だ
地
名
が
か
つ
て
の
大
所
木
地
屋
の
木
地
屋
が
移
動
の
途
中
で
一
時
定
着
し
た
場
所
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
移
動
先
を
順
次
追
っ
て
い
け
ば
、
木
地
屋
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
移
動
性
を
、
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ

は
、
次
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
江
国
愛
智
郡
筒
井
峠
↓
飛
州
↓
大
所
村
↓
小
滝
山
↓
大
所
山
↓
八
百
平
↓
杉
之
沢
村

↓
入
之
平
と
い
う
順
路
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
最
終
地
点
で
あ
る
入
之
平
は
、
現
在
の
ム
ラ
が
あ
る
場
所
に
、
相
当
す
る
。

概
略
的
な
移
動
経
路
は
、
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
由
緒
書
」
に
即
し
て
、
詳
細
に
検
討
を
お
こ
な
う
。
最
初
の
部
分
に
出

て
く
る
近
江
愛
智
郡
筒
井
峠
と
は
、

日
本
国
中
の
木
地
屋
の
根
元
と
称
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

ヤ
ジ
ロ
ウ
家
の
先
祖
が
筒
井

峠
で
、
木
地
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

ヤ
ジ
ロ
ウ
家
の
先
祖
の
市
左
衛
門
が
、
飛
騨
の
山
中
で
、

木
地
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
、
こ
の
文
書
よ
り
読
み
と
れ
る
。
そ
の
子
の
儀
兵
衛
は
、
原
木
の
不
足
の
た
め
か
、
越
後
の
大
所
に
来
住

し
、
こ
こ
で
し
ば
ら
く
の
間
仕
事
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
大
所
か
ら
北
へ
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
小
滝
山
で
三
ヶ
年
木

地
業
に
従
事
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
火
災
に
あ
い
、
そ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
た
た
め
か
、
再
度
、
大
所
に
帰
り
仕
事
を
続
け
た
。
し

か
し
こ
こ
で
も
原
木
を
伐
り
尽
し
て
し
ま
い
、
大
所
か
ら
南
東
に
あ
た
る
八
百
平
(
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
)

に
出
か
け
た
。
ま
た
こ



こ
で
も
原
木
を
伐
り
尽
し
、
杉
之
沢
村
(
新
潟
県
中
頚
城
郡
妙
高
原
町
)
で
仕
事
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
木
地

業
と
と
も
に
、
山
腹
に
新
田
を
新
し
く
開
発
し
て
、
畑
お
よ
び
水
田
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
田
町
の
人
別
帳
に
加

え
て
も
ら
い
、
完
全
定
着
を
試
み
た
が
、
こ
こ
で
は
、
高
冷
地
の
た
め
に
不
成
功
に
お
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
再
々
度
大
所
に
帰

り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
再
度
新
田
開
発
を
試
み
、
今
度
は
、
親
村
の
大
所
村
の
百
姓
に
加
え
て
も
ら
っ
て
、

完
全
な
定
着
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
『
万
年
帳
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
(
一
八
三
一
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
上
述
し
た
如
く
、
こ
の
付
近
の
土
地
に
詳
し
い
儀
右
衛
門
を
案
内
人
と
し
、
現
在
本
家
筋
に
あ
た
る
人
々
が
ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
開

始
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
当
時
の
入
之
平
す
な
わ
ち
大
所
木
地
屋
は
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
万
年
帳
』
記
載
の

ムラヅクリ後の木地屋集落の変貌

文
書
官
〉
か
ら
、
そ
の
様
子
を
伺
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、

新
田
開
発
を
は
じ
め
た
も
の
の
、
高
度
が
六

0
0
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
、
高
冷
地
の
う
え
、
積
雪
も
多
い
。
従
っ
て
、
開
発
を
お
こ
な
い
石
高
請
を
し
た
に
は
し
た
が
、
藩
へ
の
年
貢
米
を
十
分
に
納
入
す

る
こ
と
は
、
不
可
能
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
石
高
請
の
延
期
を
西
宮
平
大
肝
煎
所
に
依
頼
す
る
ほ
ど
の
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る

理
由
と
し
て
は
、
高
地
で
の
開
耕
・
烏
獣
の
害
・
山
崩
れ
な
ど
を
揚
げ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
大
所
木
地
屋
は
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
お

こ
な
う
に
は
、
困
難
な
土
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
由
緒
書
」
よ
り
、
今
ま
で
は
、

口
承
の
形
で
、
木
地
匡
の
移
動
が
語
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
史
料
的
に
裏
づ
け
が
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
収
獲
と
い
え
る
。
ま
た
、
山
地
の
開
発
を
、
木
地
屋
が
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、
具
体
的
に
把
握
で
き
た
。
し
か
し
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な
が
ら
、
移
動
経
路
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
コ

I
ス
を
辿
っ
た
か
は
、
判
明
で
き
な
か
っ
た
。
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四
、
ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
の
家
の
変
遷

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
を
開
始
し
た
当
初
は
、

ナ
カ
ジ
マ
・
ヤ
ジ
ロ
ウ
・
マ
エ
デ
・
ヒ
ガ
シ
の
四
戸
で
あ
っ
た
。

そ

し

て
、
そ
れ
ら
の
家
が
現
在
で
は
本
家
筋
に
あ
た
っ
て
い
る
。
第
一
表
は
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
開
始
後
の
各
戸
の
変
選
を
、
種
々
の
史
料
か
ら
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
一
表
か
ら
、
個
々
の
家
の
変
遷
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
ず
、

各戸の変遷

'11， '11， 明』 昭和四 昭和五

イ元年じ 年化四
治

年
o 0 
年年

昌平 /-CU コ、 γブ室~ γ 主ブむ

ナカジマ家
. 

(3) (8) (7)→4 
シタ家

(5) 
，昭和42年. 

' サワパタ君主 :昭和51年
(5)→ 1 

ヤジロウ家 ! 昭和49年
(号 (5) 

ムカイ家 ~ 
(12) (6)→2 

ハジ家 '. 2v 
(9)→5 

マ エデ家
， 

(7) (13)1 (7)→ 2 
ツ ギヤ家 ' ， ， 

' H召(3干)日→41 g 

ヒガシ家 '-Oi'l'fD42年
(6) (7) 

第 1表

ナ
カ
ジ

マ
家
を
本
家
と
す
る
同
族
で
は
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
後
、
直
ち
に
シ
タ
家

('7エデ家・ヤジロウ家文書・戸籍・開き取りなどより作成〕

注()内はその年度の家族数、矢印の数字は転出した人数を示す。

と
い
う
分
家
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
シ
タ
家
は
、

ナ
カ
ジ
マ
家
の
戸

主
の
弟
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
中
期
に
は
、

サ

ワ
パ
タ
家
と
い
う
分
家
も
出
し
た
。
同
様
に
、

ヤ
ジ
ロ
ウ
家
も
、

てシ

タ
家
と
同
時
期
に
ム
カ
イ
家
を
、
ま
た
サ
ワ
バ
タ
家
と
同
時
期
に
ハ

ジ
家
を
、
各
々
独
立
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
所
木
地
屋
で

は
、
分
家
と
し
て
独
立
さ
せ
る
時
期
が
、
ど
の
家
も
ほ
ぼ
同
期
で
あ

っ
た
。
か
か
る
理
由
と
し
て
は
、
原
木
が
非
常
に
豊
富
で
木
地
業
に

適
し
て
い
た
た
め
に
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
後
直
ち
に
分
家
を
出
す
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
後
者
の
明
治
中
期
に
、

ム
ラ
全
体
で
合
計
三
戸
も
の
分
家
を
出
し
た
の
は
、
こ
の
当
時
に
な

る
と
木
地
業
の
他
に
、
開
発
を
継
続
し
て
い
た
畑
お
よ
び
水
田
の
経
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大所木地屋における耕地面積の変化

上段ー水田，下段一畑地，単位一畝

i弘化元年 l嘉永5年|明治 3年 l昭和30年[昭和50年
|(1844)|(1852)|(1870)|m5) 119'75) 

!ナカジマ家 1 18.20 1 16・09 1 8μ9 1 54・28
! |4.0014.00|6.01l4.25|0  

t サワバタ 家 一 45. 11 I 21.86 
一一一 8.07 I 0 

iシタ家-1 9・04 1 8・04 1 56・28 1 ー
y p' !?!'(-l2.00|2.12112.06| 一

i ヤ ジロウ家 1. 00 I 18.06 I 16.09 I 49.01 I 39.93 
3.00 I 6.11 I 4.25 I 9.08 I 7.95 

!ムカイ家-1 9・111 払 06 1 50・17 1 47・42
!一 |2.1213.18113.0716.79

iハジ家|ー|ー-I 56.01 1 5日 O
I -" Y !?!'( I-l-1-l 比 07111.03 

iマエデ家 2.00 I 13.25 I 12.06 I 55.03 I 76.03 
3.00 I 1.15 I 3.18 I 11.06 I 7.32 

jツギヤ家 -1 ー-1 38・08 1 拡 58
i |一|一|一 |υ3l2.47

ヒガシ家 3.00 I 6.21 I 8・06 I 47.26 1 
3.00 I 1.27 I 2.12 I 11.07 I 

第2表

〔大所ナカ家文書および農家台帳より作成〕

営
が
軌
道
に
の
り
、
分
家
を
出
す
裕
余
が
生
じ

た
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
様
子
は
、
第

表
大
所
木
地
屋
に
お
け
る
耕
地
所
有
の
変
化
を

み
れ
ば
、

一
層
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
明
治
以
降
に
な
る
と
、
す
べ
て
の
家
に
お

い
て
、
水
田
を
中
心
と
す
る
耕
地
面
積
が
飛
躍

的
に
増
大
し
て
く
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
例

ナ
カ
ジ
マ
家
で
は
、
明
治
三
年
か
ら
昭

和
三

O
年
ま
で
、
水
田
面
積
が
五
倍
強
に
、

え
ば
、

「才

エ
デ
家
は
四
倍
強
に
と
い
う
よ
う
に
増
加
し
て

く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
所
木
地
屋
は
明
治
以

後
、
木
地
業
よ
り
も
農
業
に
対
す
る
比
重
が
増

大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
農
業

を
主
体
と
す
る
ム
ラ
ヅ
グ
リ
が
完
全
に
成
功
し

た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
二

表
か
ら
、
本
家
筋
と
分
家
と
で
は
、
耕
地
所
有

の
規
模
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
昭
和
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四
二
年
以
後
顕
著
と
な
る
離
村
の
一
要
因
と
考
え
ら
れ
、
大
変
興
味
深
い
。
ま
た
同
表
よ
り
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
当
初
よ
り
、
若
干
で
は
あ
る

が
高
冷
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
田
開
発
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
後
、
ど
の
家
も
水
田
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ

と
が
こ
の
表
か
ら
伺
え
、

か
か
る
点
も
注
目
を
要
す
る
と
お
も
わ
れ
る
。

以
上
に
お
い
て
、
各
戸
の
変
遷
の
概
略
を
第
一
・
二
表
に
即
し
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
要
約
す
れ
ば
、
各
戸
の
変
遷
と
く
に
分
家
と

し
て
の
独
立
の
出
現
に
は
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
当
初
で
は
木
地
業
の
繁
栄
、

ま
た
明
治
中
期
の
分
家
に
は
、
耕
地
面
積
の
拡
大
に
よ
る
生
産
力

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

ム
ラ
の
変
遷
を
よ
り
よ
く
把
握
す
る
た
め
に
、
上
述
の
一
般
的
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
大
所
木
地
屋
の
な
か
で
、
と
く
に
マ
エ
デ

家
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
家
の
変
遷
を
検
討
し
よ
う
。

マ
エ
デ
家
は
、
現
在
で
も
、

ロ
グ
ロ
は
使
用
し
な
い
が
、

チ
ョ
ウ
ナ
で
木
地
鉢
を
製
作
し
て
お
り
、
元
来
の
木
地
業
を
継
続
し
て
お
な

っ
て
い
る
ム
ラ
唯
一
の
家
で
あ
る
白
uo

当
家
の
家
族
構
成
は
、
以
下
の
第
四
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
七
名
で
あ
っ
た
が
、
二
名
が
転
出

し
て
、
昭
和
五

O
年
で
は
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
名
全
員
が
木
地
鉢
製
作
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
家
は
第
二
表
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、

ム
ラ
で
最
大
の
耕
地
面
積
を
所
有
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
木
地
鉢
製
作
は
、
農
業
が
で
き
な
い
冬
季
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
図
に
お
い
て
、
点
線
で
囲
ん
だ
部
分
は
、
そ
の
当
時
の
史
料
か
ら
判
明
し
た
当
家
の
家
族
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
括
弧
内
に
示
し

た
の
が
、
そ
の
当
時
の
家
族
の
年
齢
で
あ
り
、
年
齢
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
他
の
地
域
へ
転
出
し
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
。
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戸
主
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
弘
化
元
年
(
一
八
四
回
)
当
時
に
は
、
家
族
数
が
八
名
で
あ
り
、
利
右
衛
門

が
戸
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
利
右
衛
門
の
弟
の
幸
右
衛
門
が
、

ツ
ギ
ヤ
家
と
い
う
分
家
を
た
て
た
の
で
あ
る
。

こ
の
幸
右
術
門
が
、

ツ
ギ
ヤ
家
の
初
代
で
、
そ
の
弟
の
利
吉
が
善
蔵
と
改
名
し
て
、
二
代
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
既
に
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仏)

0女

A男

(B) 

マヱデ家の系譜およびロクロの変遷

〔マエデ家文書・戸籍・万年帳住民登録など〕

手挽きロクロ

第4図

論
じ
た
如
く
、
当
家
は
、
木
地
業
が
軌
道
に
の
り
、
新
田
開
発
を
お

こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
経
済
面
で
も
安
定
し
た
こ
と
が
、
そ
の
最
大

の
要
因
で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
四
図

(A)
よ
り
、

マ
エ
デ
家
は
、
長
男
が
跡
を
つ
い
で
い
く
、

い
わ
ゆ
る
長
子
相
続
が

顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
か
ら
一
般
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
木
地
屋
同
志
の
ム
ラ
内
結
婚
は
、

一
例
も
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。以

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
家
は
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
を
開
始
し
て
以

来、

一
貫
し
て
木
地
業
と
関
連
を
も
ち
続
け
た
家
で
あ
っ
た
。
そ
の

概
要
は
、
第
四
図

(B)
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、
木
地
業
の
中
心

的
な
道
具
で
あ
る
ロ
グ
ロ
の
変
遷
か
ら
も
伺
え
る
。
こ
の
図
か
ら
、

当
ム
ラ
で
は
、
大
正
中
期
で
も
、

ま
だ
旧
式
の
子
挽
き
ロ
グ
ロ
を
使

用
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
他
の
地
域
の
木
地
屋
で
は
、

一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
た
一
人
挽
き
の
手
挽
き
ロ
グ
ロ
が
、
こ
こ
で
は
用

い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

他
地
域
同

様
、
水
車
ロ
グ
ロ
と
電
気
ロ
グ
ロ
が
併
用
さ
れ
て
利
用
さ
れ
、
第

次
大
戦
後
に
は
、
す
べ
て
が
電
気
ロ
グ
ロ
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
最
後
の
電
気
ロ
グ
ロ
も
、
使
用
を
昭
和
四
三
年
に
は
、
中
止
し
た
。
こ
の
年
度
が
、
当
ム
ラ
に
お
い
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
木
地
業

の
最
後
の
年
度
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
は
、
細
々
と
製
作
を
続
け
て
き
た
木
地
椀
を
中
心
と
す
る
木
地
製
品
も
、
消
費
者
の

好
み
の
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
、

一
般
的
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
期
ま
で
、
製
作
が
お
こ
な
え
た
の
は
、
製

作
す
る
量
が
少
な
か
っ
た
点
と
、
料
理
庖
な
ど
の
専
門
庖
に
得
意
先
を
確
保
し
て
い
た
と
い
う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
逆
に
、
こ

の
よ
う
に
木
地
業
が
中
止
さ
れ
る
と
、
出
稼
ぎ
と
し
て
他
地
域
へ
転
出
す
る
も
の
や
、
あ
る
い
は
離
村
す
る
も
の
も
出
現
し
だ
し
た
。
か

か
る
要
因
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
ム
ラ
の
「
定
」
を
決
め
て
、
木
地
業
を
専
業
と
す
る
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
を
保
っ
て
き
た
が
、

木
地
業
を
廃
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
ム
ラ
の
「
定
」
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
指
摘
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
、
木
地

屋
集
落
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
「
定
」
(
安
政
四
年

一
八
五
七
)
(
旦
の
表
紙
に
は
、
「
木
地
職
連
印
帳

大
所
新
田
六

軒
組
」
と
記
さ
れ
、
最
後
に
は
、
小
掠
丈
助
・
同
佐
忠
次
以
下
六
名
が
連
著
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
示
す
と

前
略

一
諸
代
品
物
売
捌
方
仲
間
ハ
不
及
申
他
所
得
意
ニ
而
も
代
銀
為
指
滞
侯
ハ
ハ
其
名
前
仲
間
一
統
相
心
得
可
申
侯

外
々
ヲ
頼
ミ
代
品
物
質
請
貫
侯
儀
有
之
も
難
斗
義
-
一
付
如
何
敷
買
人
と
存
侯
ヘ
ハ
其
旨
仲
間
可
心
得
事

但
シ
滞
日
金
相
済
侯
ハ
ハ
取
引
可
有
之
事

一
奉
公
人
都
而
仲
間
一
統
差
障
り
無
之
様
相
互
-
-
年
行
司
へ
相
知
ら
せ
其
旨
年
行
事
承
届
ケ
取
斗
可
申
事
尤
手
間
取
暇
出
侯
上
ハ
同
職
内
へ
抱
へ

度
ハ
先
勤
之
方
へ
引
合
侯
上
指
閏
無
之
ハ
相
抱
へ
可
申
侯
尚
又
不
時
之
筋
も
有
之
ハ
仲
間
一
一
統
申
談
シ
以
後
相
抱
へ
申
間
敷
事

一
近
火
之
節
ハ
相
互
ニ
見
舞
可
致
心
得
之
事

但
ν
臨
時
不
幸
之
節
ハ
同
様
之
事

一
例
年
正
月
八
日
氏
神
正
八
幡
宮
御
神
事

一
霜
月
九
日
大
皇
大
明
神
御
事
相
勤
〆

其
仁
ハ
同
取
引
致
問
敷
侯

自
然



同
十
五
日

登
公
大
明
神
事
相
勤
可
申
事

以
下
略

の
如
く
に
な
る
。

最
初
の
条
は
、
木
地
製
品
を
出
荷
し
て
も
、
そ
の
代
金
を
支
払
わ
な
い
取
引
人
は
、
仲
間
に
そ
の
名
前
を
知
せ
、
損
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
と
よ
び
か
け
て
い
る
。
次
の
条
は
、
木
地
業
の
奉
公
人
に
関
す
る
も
の
で
、
奉
公
人
を
無
断
で
引
抜
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
次
の
条
で
は
、
火
事
と
不
幸
の
取
定
め
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
三
ケ
条
は
、
神
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
条

は
、
氏
神
正
八
幡
宮
の
神
事
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
正
八
幡
宮
は
、
全
国
の
木
地
屋
の
根
元
と
い
わ
れ
て
い
る
近
江
の
蛭
谷
の
氏
子

と
同
一
で
あ
り
、
蛭
谷
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
次
の
条
に
み
え
る
霜
月
九
日
は
、
木
地
屋
の
祖
と
仰
が
れ
る
惟
喬
親
王
の
命

日
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
日
で
あ
り
、
木
地
屋
集
落
の
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
最
後
の
条
は
、
豊
臣
秀
吉
を
祭
る
も
の
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で
あ
る
が
、
秀
吉
は
、
木
地
屋
の
免
許
状
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
祭
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
定
」
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

ム
ラ
の
木
地
屋
仲
間
は
、
木
地
業
を
媒
介
と
し
て
深
く
連
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
木
地
業
を
廃
止
し
て
し
ま
う
と
、
仲
間
同
志
の
連
帯
感
が
薄
れ
、
離
村
と
い
う
方
向
へ
向
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
史
料
よ
り
み
た
ム
ラ
の
変
貌

前
述
し
た
如
く
、
大
所
木
地
屋
は
、

ム
ラ
ヅ
グ
リ
が
開
始
さ
れ
て
百
数
十
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
戸
数
も
少
な
い
。
従
っ
て
、
当

ム
ラ
に
関
す
る
史
料
は
非
常
に
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、

か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
お
も
わ
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れ
る
史
料
か
ら
、

ム
ラ
の
変
貌
を
把
握
し
よ
う
。

最
初
に
、
木
地
屋
に
関
す
る
唯
一
の
全
国
規
模
の
史
料
で
あ
る
『
氏
子
狩
帳
』
か
ら
、

ム
ラ
の
概
要
を
検
討
し
よ
う
。
周
知
の
よ
う
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に
、
『
氏
子
狩
帳
』
は
、
木
地
屋
の
根
元
と
称
さ
れ
て
い
る
近
江
の
蛭
谷
お
よ
び
君
ケ
畑
(
滋
賀
県
永
源
寺
町
)

の
二
通
り
の
も
の
が
、

残
存
し
て
い
る
。
従
来
は
、
全
国
の
木
地
屋
が
こ
の
蛭
谷
か
君
ケ
畑
の
い
ず
れ
か
に
分
派
し
て
氏
子
狩
な
ど
の
寄
進
を
お
こ
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
と
く
に
、
前
者
を
そ
の
氏
子
巡
回
の
頻
度
か
ら
西
木
地
、
後
者
を
東
木
地
と
よ
び
、
明
確
な
地
域
的
な
区
分
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
た
白
)
O

か
よ
う
な
典
型
的
な
事
例
が
、
当
ム
ラ
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

大
所
木
地
屋
に
氏
子
狩
巡
回
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、

蛭
谷
側
の
み
で
あ
り
、
君
ケ
畑
に
関
し
て
は
、

ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蛭
谷
氏
子
狩
が
越
後
に
実
施
さ
れ
た
の

は
、
四
回
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
四
回
と
も
、
当
ム
ラ
に
氏
子
巡
回
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
う
ち
三
回
は
、
越
後
で
は
大
所
木
地

屋
の
み
で
あ
っ
た
。
氏
子
巡
回
の
コ

l
ス
と
し
て
は
、
信
州
方
面
か
ら
巡
回
し
て
く
る
の
が
、

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
北
安
曇

郡
の
幸
田
、
青
見
を
経
由
し
て
く
る
の
が
二
回
、
北
安
曇
郡
の
東
隣
り
に
あ
る
上
水
内
郡
か
ら
、
当
ム
ラ
に
入
っ
て
く
る
の
が
二
回
と
な

お
ぐ
ら
阜
、
ま

っ
て
い
た
、
大
所
木
地
屋
の
巡
回
が
完
了
す
る
と
、
今
度
は
、
上
伊
那
郡
の
高
速
へ
出
る
も
の
が
二
回
、
南
佐
久
郡
の
南
相
木
の
御
座
山

へ
出
る
も
の
が
一
回
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
当
ム
ラ
は
、
信
州
の
木
地
屋
氏
子
巡
回
す
る
コ

1
ス
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
下
の
第
三
表
は
、
『
氏
子
狩
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
大
所
木
地
屋
の
木
地
屋
の
変
遷
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
若
干
不
明
な
も
の

も
あ
る
が
、
右
側
の
欄
で
は
現
在
の
家
と
の
比
定
も
試
み
て
い
る
。
ム
ラ
ヅ
グ
リ
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
既
述
の
万
年
帳
に
よ
れ
ば
、
天

保
二
年
(
一
八
三
一
)
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
氏
子
狩
帳
の
記
載
か
ら
で
は
、
前
年
の
天
保
元
年
(
一
八
三

O
)
に
既
に
小
掠
丈
助
以
下
六
名

が
、
寄
進
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
実
は
、
以
下
の
如
く
に
解
釈
す
る
の
が
、
妥
当
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
親
村
大
所
と
の
交

渉
が
整
い
、
正
式
に
大
所
木
地
屋
に
移
住
し
た
の
が
、
天
保
二
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
数
年
前
か
ら
当
地
に
住
み
つ
き
、
木
地
業
お

よ
び
開
発
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
三
表
か
ら
、
分
家
筋
に
あ
た
る
シ
タ
家
・
ム
カ
イ
家
の
両
家
が
、
『
氏
子
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氏子狩帳にみられる木地屋の変遷

保天 弘 弘
安政

イじ イ包

フ年E フ年E 
年

四
年

( ( ( ( 

現在の屋号一 一 一 一
/¥ /¥ /¥、 J¥ 

O 
四 四 五
四 ムノ、 七

) 

小掠丈助 × × ナ カ ジ マ 家

小掠理右衛門 × × マエデ家

小掠儀右衛門 × × ヤ ジ ロ ウ 家

小掠左中 × × ヒガジ家

小掠忠右衛門 × × ムカイ家

小掠治兵衛 × 同× シ タ 家

小掠滝右衛門 × マエデ家

小掠馬右衛門 × 不 明

小掠弥八郎 × ノ、 ジ 家

小掠左中次 × 不 明

戸数(戸) I 6 6 6 8 

第 3表

〔杉本寿『木地師支配制度の研究』ミネルヴァ書房1972より作成〕

狩
帳
』
の
記
載
で
は
、
天
保
元
年
に
既
に
独

立
し
て
い
た
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
他
の
史
料
よ
り
作
成
し
た
第
一
表
で

は
、
こ
の
当
時
、
両
家
は
分
家
と
し
て
は
存

在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
も
、

上
述
の
場
合
同
様
、
庄
屋
な
ど
に
承
認
さ
れ

た
書
類
上
の
独
立
は
、
十
数
年
遅
れ
る
が
、

実
際
は
独
立
同
様
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
万

年
帳
』
お
よ
び
『
氏
子
狩
帳
』

の
両
史
料

は
、
共
に
そ
の
信
頼
度
は
高
い
と
お
も
わ
れ

る
。
な
お
、

マ
エ
デ
家
の
小
掠
滝
右
衛
門

は
、
第
四
図
の
滝
蔵
に
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)

に
記
録
さ
れ
て
い
る
小
掠
馬
右
衛
門
・
小
掠

左
中
次
の
両
名
は
、
現
在
の
家
と
の
比
定
は

で
き
な
か
っ
た
。
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次
に
、
他
の
史
料
よ
り
、
当
時
の
ム
ラ
の
様
子
を
検
討
し
よ
う
。
大
所
木
地
屋
で
は
、
既
に
記
し
た
如
く
、
ほ
と
ん
ど
白
木
地
を
製
作

し
て
い
た
。
そ
の
出
荷
先
を
、
解
明
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
史
料
自
〉
が
あ
る
。

覚

木

地

荷

弐

箇

也

口

口

口

出

但

v
魚
津
上
市
屋
行

同

壱

箇

也

丈

助

出

但
シ
高
田
源
治
郎
行

厚
引
軽
荷
弐
箇
也
同
人
出

但
ご
両
国
だ
ら
町
沢
右
衛
門
行
自
〉

〆

五

箇

也

此
だ
ち
ん
壱
駄
六
匁
之
割

厚
挽
木
地
荷
壱
箇
也
儀
右
衛
門
出

但
三
局
田
沢
右
衛
門
行

杓

子

荷

半

箇

也

理

右

衛

門

出

但
シ
同
断

〆
此
だ
ち
ん
壱
駄
六
匁
五
分
之
割

右
之
通
相
、
送
F
申
侯
間
御
改
受
取
だ
ち
ん
御
返
シ
可
被
不
侯
以
上

七
月
廿
九
日
大
所
木
じ
ゃ

儀
右
衛
門

中
村
五
兵
衛
様

⑮ 

い
と
ゐ
川

こ
の
史
料
に
よ
り
、
当
時
の
出
荷
先
は
、
魚
津
、
高
田
方
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
判
明
す
る
。
史
料
中
に
み
え
る
壱
箇
と
は
、
前
述
の



一
コ
オ
リ
の
こ
と
を
示
し
、
弐
箇
で
壱
駄
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
木
地
椀
と
と
も
に
杓
子
も
木
地
屋
が
製
作
し
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
通
説
で
は
、

ロ
グ
ロ
を
使
用
す
る
木
地
屋
と
使
用
し
な
い
杓
子
屋
は
別
系
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

か
か
る
点
は
関
心

が
も
た
れ
る
。
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
史
料
に
み
ら
れ
る
中
村
五
兵
衛
は
、
輸
送
問
屋
を
経
営
し
て
お
り
、

当
時
で
は

「
信
州
問
屋
」
と
よ
ば
れ
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
木
地
製
品
は
、

輸
送
問
屋
を
通
じ
て
、

魚
津
・
高
田
の
塗
師
屋
へ
と

送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
中
村
五
兵
衛
は
、
逆
に
、

干
い
わ
し
を
大
所
木
地
屋
ま
で
送
っ
た
こ
と
も
文
書
官
)
か
ら
判
明
し
て

魚
津
の
上
市
か
ら
、

お
り
、

ヤ
マ
と
サ
ト
と
を
結
ぶ
重
要
な
役
目
を
果
し
て
い
た
。

史
料
が
少
な
い
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
十
分
満
足
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
が
、
上
述
の
史
料
か
ら
、
糸
魚
川
の
問
屋
を
通
じ
て
、
出
荷

ムラヅクリ後の木地匡集落の変貌

を
お
こ
な
っ
た
り
、
必
要
な
も
の
を
送
付
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
生
活
が
、
大
所
木
地
屋
の
木
地
業
が
全
盛

で
あ
っ
た
当
時
の
姿
で
あ
ろ
う
と
、
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
姿
も
、
明
治
以
後
に
な
る
と
、
既
述
の
如
く
、
水
田

開
発
を
熱
心
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
木
地
業
は
、
副
業
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

大
所
木
地
屋
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
如
く
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
を
開
始
し
た
時
期
が
、
明
確
な
数
少
な
い
木
地
屋
集
落
の
一

つ
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
木
地
屋
集
落
を
、
事
例
研
究
と
し
て
選
定
し
、
今
後
の
他
の
木
地
屋
集
落
を
比
較
す
る
上
で
の

265 

規
範
に
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ム
ラ
ヅ
ク
リ
後
あ
ま
り
期

一
つ
の
ム
ラ
を
研
究
対
象
と
し
た
こ
と
や
、

聞
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
、
十
分
に
満
足
い
く
史
料
が
収
集
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
明
確
に
断
定
え
な
か
っ
た
部
分
も
少
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な
く
な
か
っ
た
。
か
よ
う
な
弱
点
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
解
明
で
き
た
点
も
あ
り
、
そ
の
収
穫
は
、
大
き
い
。
そ
れ
ら
を
要
約

す
る
と
、

(
1
)
 
元
来
原
木
を
求
め
て
移
動
中
心
の
生
活
に
従
事
し
て
い
た
木
地
屋
も
、

一
九
世
紀
の
後
半
に
も
な
る
と
山
中
に
お
い
て
新
回
開
発

に
従
事
し
は
じ
め
る
こ
と
が
、
史
料
的
に
把
握
で
き
た
こ
と
。

(
2
)
 
上
述
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
生
活
が
安
定
し
は
じ
め
る
と
、
分
家
を
出
す
余
裕
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
、
木
地
業
の
全

盛
期
と
耕
地
面
積
の
拡
大
期
に
集
中
的
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。

(
3
)
 
逆
に
、
今
ま
で
木
地
業
を
中
心
に
ム
ラ
内
の
団
結
が
守
ら
れ
て
い
た
の
で
、
木
地
業
を
完
全
に
放
棄
し
て
し
ま
う
と
、

か
か
る
団

結
が
く
ず
れ
、
離
村
現
象
か
増
加
す
る
傾
向
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
こ
と
。

の
三
点
に
な
ろ
う
と
お
も
う
。

今
後
、
他
の
地
域
の
木
地
屋
集
落
を
比
較
研
究
す
る
こ
と
で
、
木
地
屋
集
落
と
し
て
の
体
系
的
な
把
握
を
試
み
た
い
。

付
記
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
数
回
に
わ
た
る
実
施
調
査
に
対
し
て
、
多
大
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
小
椋
静
男
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
所
木
地
屋
の

方
々
に
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
青
木
重
孝
氏
お
よ
び
糸
魚
川
市
役
所
・
同
公
民
館
な
ど
に
は
、
史
料
収
集
の
際
に
非
常
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

常
日
頃
か
ら
御
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
小
林
・
春
日
・
服
部
の
諸
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
市
立
大
学
地
理
学
教
室
の
先
生
方
と
と
も
に
、
深
謝
致

し
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
、
歴
史
地
理
学
会
第
二

O
回
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。

註
(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

こ
の
項
目
は
、
鈴
木
栄
三
民
が
担
当
さ
れ
て
い
る
(
柳
田
国
男
編
著
『
山
村
生
活
の
研
究
』
民
間
伝
承
の
会
、
昭
一
二
年

杉
本
寿
『
木
地
師
支
配
制
度
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
男
、
一
九
七
二
三
二

O
頁。

拙
稿
「
わ
が
国
に
お
け
る
山
村
研
究
の
系
譜
と
そ
の
問
題
点
|
木
地
屋
の
ム
ラ
の
場
合
l
」
人
文
地
理
二
七
1

四
、
昭
和
五

O
年
、
四
六

1
七

四
九

t
五
九
頁
)



四
頁
。
同
「
揖
斐
川
上
流
の
木
地
屋
集
落
の
崩
壊
過
程
|
小
津
の
場
合
|
」
歴
史
地
理
学
紀
要
一
八
、
昭
和
五
一
年
、
二
四
九

t
二
七
一
頁
な
ど
。

(
4
)

例
え
ば
徳
島
県
美
馬
郡
一
字
村
木
地
屋
な
ど
。

(
5
)

大
所
木
地
屋
は
、
す
べ
て
小
椋
姓
な
の
で
、
以
下
で
は
屋
号
で
示
す
。
な
お
当
ム
ラ
で
は
、
屋
号
の
他
に
木
印
(
ハ
ソ
カ
ケ
)
を
も
っ
て
い

た
。
例
え
ば
ナ
カ
ジ
マ
家
は
ふ
一
、
マ
エ
デ
家
は
A
m
で
あ
る
。

(
6
)

木
地
製
作
の
加
工
過
程
は
、
小
椋
静
男
氏
な
ど
の
談
話
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
7
)

儀
定

一
当
辰
年
当
村
住
人
ュ
相
成
P
名
子
棟
四
軒
被
仰
付
棟
御
役
銀
之
儀
者
当
年
よ
り
六
軒
ュ
而
御
上
納
相
定
〆

丈
助
、
滝
右
衛
門
忠
右
衛
門
儀
右
衛
門
左
忠
次
治
兵
衛
(
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
『
万
年
帳
』
よ
り
)

(
8
)

『
万
年
帳
』
は
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
に
、
ヤ
ジ
ロ
ウ
家
の
小
掠
儀
右
衛
門
が
書
き
は
じ
め
た
。
そ
の
一
部
は
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部

編
『
民
俗
資
料
選
集
木
地
屋
の
習
俗
』
国
土
地
理
協
会
昭
和
三
九
年
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
9
)

口
上
覚

一
木
地
師
住
宅
之
場
所
者
東
南
北
高
山
き
り
下
三
印
不
順
之
年
柄
者
勿
論
世
間
豊
作
之
節
も
鳥
獣
之
た
め
ニ
茂
悪
作
仕
事
億
多
之
事
殊
-
一
後
成

西
山
ハ
山
貫
不
定
地
之
場
所
之
事
ニ
御
座
候
の
而
御
高
請
之
儀
ハ
御
日
延
ニ
可
被
成
不
候
様
-
一
御
取
計
ひ
被
下
度
偏
ニ
奉
願
上
侯
(
以
下
省
略
)

西
宮
平
大
肝
煎
所

(m)
現
在
で
は
、
新
潟
県
で
は
、
マ
エ
デ
家
以
外
に
木
地
鉢
を
製
作
す
る
家
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(
日
)
本
史
料
は
、
ナ
カ
ジ
マ
家
所
有
文
書
で
あ
る
。

(
ロ
)
し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
あ
ま
り
明
確
で
な
か
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

(
お
)
本
史
料
は
、
青
木
重
孝
氏
蔵
の
文
書
で
あ
る

0

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
保
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
比
)
沢
右
衛
門
は
、
元
木
地
屋
で
あ
り
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
の
氏
子
狩
で
は
、
寄
進
を
お
こ
な
っ
て
い
る
(
前
掲
(
2
)
八
O
O頁
参
照
)

(
日
)
覚

一
、
壱
焦

右
之
通
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干
い
わ
し
井
品
書
状
壱
通

大
所
村
丈
助
殿
行
相
送
P
申
侯
間
御
改
御
受
取
可
被
下
候

尤
糸
魚
川
迄
う
ん
賃
相
済
申
侯

依
而
御
邪
魔
な
が
ら
右
丈
助
殿
江
早
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速
為
登
被
下
侯
様
御
願
申
上
俣
の
而
如
件

卯
正
月
廿
八
日
上
市
屋
三
之
丞

糸
魚
川
中
村
五
兵
衛
様
行

生
地
浜
屋
喜
兵
衛
殿
次

な
お
、
本
文
書
は
、
前
掲
(
8
)
お
よ
び
青
木
重
考
「
木
地
屋
の
生
活
状
態
」
新
潟
県
教
育
委
員
会

v
Q

。

昭
和
二
九
年

四
八
頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い




